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Abstract 
1t is generally known that the breathing capacity is largely governed by the dyn乱mlCe妊ects
due to the intake pipe system; and the present author has already reported th巴 inertiaor pulsation 
e妊ectin the intake pipe system with a plain， stepped， conflux pipe or a cyclone clean巴rin a crank-
case-compressed two司strokecycle engine 
Successively， to investigate systematically the influence of the intake pipe system with a ex-
pansion or resonance chamber on the d己liveryratio and to obtain the design data on such a pipe 
system， he has made a theoretical analysis of the optimum condition of dynamic effects by means 
of the inertia or impedance theory. On th巴 otherhand， he has experimentally measured the amount 
of breathing air clnnging the various factors in the intake pipe system with a expansion or res-
onance chamber. 
Conse司uently，it is ascertained that the theoretical results correspond fairly well with those of 
the experiment， that is， the maximum delivery ratio occurs by the inertia-effect and the undulation 
of delivery ratio curve is due to the pulsation effect and such e妊ectsare governed by the sa日:le




















シリン夕、径×行程 (mm)52ゆx58 片; 出宿 上と 8.16 
行程体積 (cc) 123.2 60S (T.D.C.) 
クランク室体積 (cc) 480 ポートタイミング 掃気子L 62.50 (B.D.C.) 






①給気管系 ②供試機関 ③ 給気王立測定装置
④電気動力計 ⑤ゴ ょ、 膜 ③ 丸形ノズノレ
⑦ サージタンク ⑧潤 告白 油 ⑨空 洞 室
(328) 
835 (第3報)グランク室圧縮2サイクノレ機関における特殊形給気管系の影響について
Q = Ca'f~青瓦広・ φ
(1 ) 
ここに， Q:実際の吸込み空気量 (cc/s)，Ca・ノズルの流量係数，ro， rj: 大気およびノズ
ノレ直前の給気の比重量 (gr/cm3)，K:給気比(%)， f:ノズル面積 (cm2)，g:重力定数 (cm/s2)，
K = {Q'rj-:-V"・N・ro/60}x 100% 
なおフ供試した空洞室の寸度および空h:ノズル前後の圧力差 (cmAq)，o:流量係数である。
洞室入口面積を変えるために用いた穴あき板の寸度を表-1および表-2に示す。
a2 -RF3 主 横 比|空間積|容積比 l J 形 式
lv/dv V (c) V/V"， (mm) 
V-l 1.19 122 0.99 2 
ロV-2 2.46 247 2.01 2 V-3 1.25 467 3.80 2 V-4 1.58 617 5.02 2 
」可Vγ2' 2.46 254 2.06 2 し











































































(LF 35，36 cm， A-O) 
(330) 




































府 洞 宗 | 空洞室客積 |給気油線の山!給気比酬の谷 i給気比の起伏
ム川 "1 (叫 (Kj) (K2) (品-K2)% 
V -1 I 122 68.5 I 23.3 45.2 
V-2 247 72.2 36.1 36.1 
V-3 467 G8.7 48.6 20.1 
V-4 印 I 67.7 川 15.9
(3) 空洞室入口面積の影響

















クランク室圧縮 2サイクノレ機関における特殊形給気管系の影響について (第 3報) 839 

















図 11 給気11:;とささj同室位置 (V-2，A-O) 
200 
N rpm 












































二三r( 1-Pki/ Po ) d2K ~ dK K 十 2μ一一一一d fl2 ，~(~ d fI ' Z2 ( 2) 
K 理論給気比 (=f戸dVJ，) ε: クランク室圧縮比(=VkmjV，) PN : 給気孔開
時のクランク室内圧力， Po:大気圧， H:クランク角ラ μ:流動抵抗係数， Zj:慣性特性数であ
り次式で示される。
dKjdH 
μ=プ4fl{l~司了白九)l2+l3} '?(tI) ・L.:A (3 ) 
L=:fJEFP/正13}~ (4 ) 
ここIこ， V，:行程体積，f:断面積， l:管長ラ。(が):流速比ラ A:流動抵抗係数， ω: クラン






Z， = _!J)_../ -y_.並立d-Z3主主L





となる。 ここに， α.流量比 (=Q2/Ql)である。 したがって， (4)式および (5)式によると空洞









記号 P:音庄， f:粒子の変位，V:容積， l:管
長，f:断面積， α:圧力伝播速度， ρ:密度， 1 (三Iう/






T _ s 10十(j/h)・tan(払)
1i2 -J;-' -Ii!' ta九福岡13/fi)
?? ??
の関係が与えられる 4)。 しかるに，閉口端のインピー夕、、ンス (Iil)は零と近似できるので Ii2は
1i2 = (~)川ね (7) 
となる。次に，機関側管系 (lsラ 1s=五)の両端のインピーダンス 1s1， 182の聞にも (6)式と同様
の関係が成り立つが，閉端におけるインピーダンス (['2)は 182=∞と近似できるので ['1は






1V1 = 1vz-s・k1v/fv (10) 
の関係が与えられ，空洞室入口のインピーダンス (Iv2)も，空洞室のI長さが短かいので tan(kl) 
宇klと近似し，空洞室閉端のインピータンスを Iら二∞とおくと
1v2 =ρ.a2/V = {j/kV 
となる。したがって， (7) ~(11) 式から給 側
気孔閉止後の管系 (V，伽 =0)に対する等 Np
価管長 LJ(三π/2k; 一端閉の直管に置 rpm
換)の算出式として
(11) 














クランク室圧縮2サイクノレ機関における特殊形給気管系の影響について (第3報) 843 
cot (1ll点Li')= tan (1l ls/2Li)十π V/(2j~Lt) (13) 
となる。 (12)式および (13)式は室洞室付給気管系の寸度 (V，fv， lv， li， lsおよびfi)を含んでお
り，これら各因子の等価管長 (L;')に及ほす影響を知ることができる。 いま空洞室の容積，入
口面積および取り付け位置を変えた実験結果の代表例について，給気比曲線の起伏を与える機
























































空洞室)の減衰率)入射庄力波 p，と透過庄力波 P包との比)も次の如く与えられている 7)。
1 (Vω/βαJ2 i. 1/2 





? ? ? ?
?
? ? (15) 





















クランク室圧縮 2 サイクノレ機関における特殊形給 'XZf~;二系の彬響について (第3総I 845 
終りにのぞみ，日頃御指導を賜わっている東京大学宇宙航空研究所 浅招強教授，北海道
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